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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年12月期第２四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年12月期第２四半期 71,762 △6.2 1,743 △67.4 2,055 △63.5 1,417 △64.6 

28年12月期第２四半期 76,531 △3.4 5,347 199.0 5,632 184.7 4,002 96.8 
 
（注）包括利益 29年12月期第２四半期 1,652 百万円 （△59.2％）   28年12月期第２四半期 4,053 百万円 （27.9％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年12月期第２四半期 35.70 － 

28年12月期第２四半期 100.77 － 

（注）28年12月期第２四半期は会計方針の変更による遡及適用後の数値を記載しております。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年12月期第２四半期 124,800 35,461 26.8 

28年12月期 122,330 34,533 26.6 
 
（参考）自己資本 29年12月期第２四半期 33,439 百万円   28年12月期 32,511 百万円 

（注）28年12月期は会計方針の変更による遡及適用後の数値を記載しております。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年12月期 16.00 0.00 － 17.00 33.00 

29年12月期 － 0.00       

29年12月期（予想）     － 17.00 17.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 150,000 0.6 6,200 △17.5 6,400 △18.3 4,000 △21.7 100.71 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

（注）対前期増減率は、会計方針の変更による遡及適用後の数値を記載しております。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料P.8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期２Ｑ 39,718,200 株 28年12月期 39,718,200 株 

②  期末自己株式数 29年12月期２Ｑ 423 株 28年12月期 423 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期２Ｑ 39,717,777 株 28年12月期２Ｑ 39,717,815 株 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 

２．当社は、平成29年８月10日（木）に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催する予定です。この説明会の資

料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成29年１月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、政府や日銀の金

融諸施策や海外の景気回復を背景に、総じて緩やかな回復基調が持続しました。一方、海外の政権運営に対する

不安感や、停滞感が残る国内個人消費の動向から、先行きは依然として不透明な状況が続いています。 

物流業界においては、ネット通販業界が急伸長を続ける中、ドライバーや庫内作業を担うパート・アルバイト

の人手不足感が深刻さを増し、また、燃料費も上昇基調となったことから、経営環境の厳しさが一層増しており

ます。 

このような環境の中、当社グループは前連結会計年度に拡大した物流拠点の安定稼働と、新規３ＰＬ案件の獲

得を強力に推し進め、今期が最終年度となる４か年の中期経営計画「SBS Growth 2017」の達成に向けて、グル

ープ一丸となり取り組みました。 

事業戦略では、前連結会計年度に立上げた合計５万坪の物流拠点運営の安定化と効率化へ注力するとともに、

新たにアパレル業、酒類および食品等の輸入販売業、ペットフード製造・販売業などに向けて３ＰＬ拠点を立ち

上げました。また、都心部で展開する大手ＥＣ通販向け宅配サービスでは、柔軟な雇用形態による人材確保やグ

ループ内の人材再配置などで、急増する需要に対応する体制を構築しました。 

投資戦略では、４月に茨城県稲敷郡阿見町において、2018年４月の竣工を目指し三温度帯対応物流センター

（延床面積約３千坪）の建設に着手しました。また、資産ポートフォリオ入替え戦略に基づき、埼玉県吉川市の

物流センターなどの売却準備を進めました。 

これらの結果、売上高は、物流事業およびその他事業が伸長する一方で、前第２四半期連結累計期間に実施し

た物流施設売却を当第２四半期連結累計期間には行わなかったことから大きく減少し717億62百万円（前年同四

半期比6.2％減）となりました。利益面では前連結会計年度に立ち上げた５万坪の新規業務が寄与し始めたもの

の、人手不足や原油高に起因するコスト負担が増加したこと、また、前述の不動産事業の減収に伴う影響を受

け、営業利益は17億43百万円（同67.4％減）、経常利益は20億55百万円（同63.5％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は14億17百万円（同64.6％減）と、いずれも減益となりました。 

なお、第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社等の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成29年3月29日）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第24号 平成29年3月29日）を早期適用しており、前年同期比較についてはこれらを遡及適用し

た前年同期の数値を用いております（以下同じ）。 

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。 

（物流事業）

物流事業の売上高は、前期に行った業務拡大と当期新たに立ち上げた案件が加わり大きく増加しました。営業

利益は、前期に立ち上げた案件の効率化や既存案件の値上げなどの効果がありましたが、人員増に伴う人件費、

傭車費などの高騰や、設備の入替え等によりリース料・減価償却費が増加するなどして微増益となりました。こ

れらの結果、売上高は25億91百万円増加の671億53百万円（前年同四半期比4.0％増）、営業利益は11百万円増加

の９億28百万円（同1.3％増）となりました。 

（不動産事業）

不動産事業は、テナントの入替えにより一時的な空室期間が発生したことや物流施設を売却しなかったことに

より、売上高は前年同四半期から76億32百万円減少し13億２百万円（前年同四半期比85.4％減）、営業利益は37

億37百万円減少の６億53百万円（同85.1％減）と大幅な減収減益となりました。 

（その他事業） 

その他事業は、マーケティング事業が堅調に伸長したこと、太陽光発電事業が安定的に貢献していることか

ら、売上高は33億６百万円（前年同四半期比8.9％増）、営業利益は２億29百万円（同33.4％増）の増収増益と

なりました。 
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は1,248億円となり、前連結会計年度末に比べ24億70百万円増加

いたしました。これは主に、現金及び預金等の流動資産の増加と、機械装置及び運搬具の取得による有形固定資

産の増加によるものであります。 

負債は、893億39百万円となり前連結会計年度末に比べ15億42百万円増加いたしました。主な内訳は長期借入

金の増加によるものであります。 

純資産は、354億61百万円となり前連結会計年度末に比べ９億28百万円増加いたしました。親会社株主に帰属

する四半期純利益14億17百万円の計上があった反面、配当金の支払いが６億75百万円あったことによるものであ

ります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の経済環境は、Eコマースによる個人消費の増加や産業界の設備投資など明るい動きがあるものの、景気

の先行きは予断を許さない展開が続くと思われます。物流業界では、人手不足による傭車費や人件費の値上が

り、競争の激化などが今後も続くと予想されます。 

このような中、当社グループは、前連結会計年度に立上げた物流拠点の安定稼働と効率化及び新規顧客の獲得

に引き続き注力し、収益を生む強固な事業基盤とすることで業績の安定的な伸長を確実にし、市場からの期待に

応えるように努めます。 

これらを深慮し、平成29年12月期の連結業績予想につきましては、現時点では平成29年2月14日に公表しまし

た予想数値の変更はありません。今後、修正が必要と判断した場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,388 13,118 

受取手形及び売掛金 17,911 16,750 

たな卸資産 12,414 12,284 

その他 6,889 5,388 

貸倒引当金 △90 △87 

流動資産合計 46,512 47,454 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 37,234 37,494 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △19,170 △19,802 

建物及び構築物（純額） 18,064 17,692 

機械装置及び運搬具 20,761 21,202 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △11,883 △11,776 

機械装置及び運搬具（純額） 8,877 9,425 

土地 35,130 35,130 

リース資産 2,741 2,706 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,524 △1,514 

リース資産（純額） 1,216 1,192 

その他 4,307 5,021 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,867 △2,916 

その他（純額） 1,440 2,105 

有形固定資産合計 64,730 65,546 

無形固定資産    

その他 1,042 1,078 

無形固定資産合計 1,042 1,078 

投資その他の資産    

投資その他の資産 10,488 11,210 

貸倒引当金 △444 △488 

投資その他の資産合計 10,044 10,721 

固定資産合計 75,817 77,346 

資産合計 122,330 124,800 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,697 7,429 

1年内償還予定の社債 160 160 

短期借入金 14,500 14,200 

1年内返済予定の長期借入金 9,222 9,542 

未払法人税等 778 419 

賞与引当金 759 803 

その他 8,478 8,257 

流動負債合計 41,596 40,811 

固定負債    

社債 240 160 

長期借入金 32,450 34,619 

退職給付に係る負債 4,040 4,232 

資産除去債務 1,313 1,317 

その他 8,154 8,197 

固定負債合計 46,199 48,527 

負債合計 87,796 89,339 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,920 3,920 

資本剰余金 2,651 2,651 

利益剰余金 25,399 26,147 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 31,970 32,719 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 823 1,013 

為替換算調整勘定 △140 △117 

退職給付に係る調整累計額 △143 △177 

その他の包括利益累計額合計 540 719 

非支配株主持分 2,022 2,022 

純資産合計 34,533 35,461 

負債純資産合計 122,330 124,800 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 76,531 71,762 

売上原価 66,455 65,149 

売上総利益 10,076 6,612 

販売費及び一般管理費 4,729 4,869 

営業利益 5,347 1,743 

営業外収益    

受取利息 6 8 

受取配当金 36 52 

持分法による投資利益 427 386 

その他 101 121 

営業外収益合計 572 569 

営業外費用    

支払利息 238 226 

その他 48 31 

営業外費用合計 287 257 

経常利益 5,632 2,055 

特別利益    

固定資産売却益 54 69 

関係会社株式売却益 － 38 

投資有価証券売却益 － 11 

特別利益合計 54 119 

特別損失    

固定資産除却損 17 32 

関係会社株式売却損 27 － 

貸倒引当金繰入額 － 47 

その他 3 6 

特別損失合計 49 86 

税金等調整前四半期純利益 5,637 2,088 

法人税、住民税及び事業税 844 464 

法人税等調整額 679 153 

法人税等合計 1,524 617 

四半期純利益 4,113 1,470 

非支配株主に帰属する四半期純利益 110 52 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,002 1,417 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 4,113 1,470 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 49 163 

為替換算調整勘定 △112 4 

退職給付に係る調整額 23 △67 

持分法適用会社に対する持分相当額 △20 81 

その他の包括利益合計 △59 181 

四半期包括利益 4,053 1,652 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,944 1,597 

非支配株主に係る四半期包括利益 109 54 

 

- 7 -

ＳＢＳホールディングス株式会社（2384）　平成29年12月期第２四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（連結財務諸表作成における在外子会社等の会計処理に関する当面の取扱い等の適用） 

 「連結財務諸表作成における在外子会社等の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成29年

３月29日）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成29年３月29

日）を第１四半期連結会計期間から早期適用し、国内関連会社が指定国際会計基準に準拠して作成した四半期連結

財務諸表を当社の連結決算手続上、利用しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

 なお、当該遡及適用による四半期連結財務諸表及び連結財務諸表への影響は軽微であります。 

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。 以下「回

収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処

理の方法の一部を見直しております。 

 回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適用した場合の

繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。 

 なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  物流事業 不動産事業 その他事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 64,562 8,935 3,034 76,531 － 76,531 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
167 22 80 270 △270 － 

計 64,729 8,957 3,115 76,802 △270 76,531 

セグメント利益 916 4,390 172 5,479 △131 5,347 

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去８百万円及び各報告セグメントに配分していない当社

及び一部の連結子会社の本社等の間接部門に係る損益△140百万円であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  物流事業 不動産事業 その他事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 67,153 1,302 3,306 71,762 － 71,762 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
248 － 72 321 △321 － 

計 67,402 1,302 3,378 72,083 △321 71,762 

セグメント利益 928 653 229 1,811 △67 1,743 

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去20百万円及び各報告セグメントに配分していない当社

及び一部の連結子会社の本社等の間接部門に係る損益△88百万円であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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